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第５回農業委員会（総会） 

 令 和 ５ 年 １１ 月１ ０ 日 

 午  後  １時３０分から 

 市 役 所  行 政 委 員 会 室 

第  １    会議録署名委員の指名 

 

第    ２    報告第２６号 

農地法第４条第１項第７号の規定による届出の報告について（報告）… ２件 

 

第    ３    報告第２７号 

農地法第５条第１項第６号の規定による届出の報告について（報告）… ２件 

 

第    ４    報告第２８号 

農地法第１８条第６項の規定による賃借権の解約通知ついて（報告）  … ２件 

 

第    ５    報告第２９号 

農地利用変更届出について（報告）                 … １件 

 

第    ６   議 第４７号 

農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて  

提案説明、案件に対する質疑、採決               … ５件 

 

第  ７  議 第４８号 

農地法第４条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて 

提案説明、案件に対する質疑、採決                … ２件 

 

第  ８  議 第４９号 

農地法第５条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて 

提案説明、案件に対する質疑、採決                … ２件 

 

第  ９  議 第５０号 

土地改良事業参加資格者交替の申出につき、承認を求めることについて 

提案説明、案件に対する質疑、採決                … １件 

 

第  １０ 議 第５１号 

草津農業振興地域整備計画の変更(編入)につき、議決を求めることについて 
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提案説明、案件に対する質疑、採決                   … １件 

 

 

第  １１ 議 第５２号 

農用地利用集積計画【農地中間管理権】（案）の決定につき、意見聴取することに 

ついて 

提案説明、案件に対する質疑、採決                … １件 

 

第  １２ 議 第５３号 

農用地利用集積計画（案）の決定について 

提案説明、案件に対する質疑、採決                … １件 
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1.農業委員 
      

・会議に出席した委員 
      

 

 １番 
 

奥村 厚夫 ２番 
 
我孫子 利和 ３番  杉江 善博 

 

４番  井 司 ５番  中島 春樹 ６番  中瀬 康夫 

 

７番  井 修 ８番  田中 実 ９番  田中 治嗣 

 
１０番  田中 之 １１番  中島 健一 １２番  木下 弥生 

 
１４番  堀  裕子       

・会議に欠席した委員   

     １３番   奥村 次一 

２.農地利用最適化推進委員                                                    

・会議に出席した委員                                                     

 
１番   善一 ２番  田村 茂 ３番  中野 孝彦 

 
４番  山本 光作 ５番  佐山 末男 ６番  山岡 康一 

 
７番  山本 隆臣 ９番  岡 正春 １０番  一浦 秀樹 

 
         

３.事務局 

・会議に出席した職員                                                     

  事務局長  相井 義博  参事 
 
服部 英亜  主任   宇野 耀 

 農林水産課         

    課長  田中 昌高  主査  古田 実那   山元 一子 
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事務局長 

 

では、定刻となりましたので、只今から第５回草津市農業委員会総会を開

催いたします。 

当面、感染症対策として適宜、換気のため窓・扉の開放を行いますこと、

ご了承願います。 

そして、会議途中に、体調がすぐれず、発熱の疑いがある場合、無理せず、

お申し出いただきますよう、併せてお願いいたします。 

本日、１３番 奥村次一委員が欠席されておりますが、出席委員は１４名

中１３名で、定足数に達し、総会が成立しておりますことを御報告いたしま

す。 

また、本日は傍聴の方はおられません。 

なお、議案説明については、個人情報の関係から個人が特定されない表現

で説明等を行いますので、御了承願います。 

本日は、総会終了後に農林水産課から「地域計画にかかる説明」、続いて人

権センターから「同和・人権研修」、最後に、「タブレット端末操作研修」を

予定しております。 

本日も長時間となりますことから、円滑な審議にご協力いただきますよう、

お願い申し上げます。 

 

事務局長 では、農業委員会憲章の唱和を行いますので、ご起立願います。 

私が、前文を私が読んだ後、「一、農業委員会は」と申し上ますので、続く

文書の唱和をお願いします。 

 

 （農業委員会憲章の唱和） 

 

事務局長 

 

ありがとうございました。それでは、中瀬会長よろしくお願いいたします。 

 

会長 

 

みなさまこんにちは。公私ともにお忙しい中、また足元が悪い中総会にご

出席いただきましてありがとうございます。暑い日が続いておりましたけれ

ども、今日の雨を境に寒くなってくるということでございます。体調等にお

気をつけいただきたいと思います。 

ただいまから、第５回 草津市農業委員会総会を開会します。 

本日の議事日程は、予め、お手元に配布いたした通りであります。 

 

会長 

 

それでは、これより日程に入ります。 

日程第１会議録署名委員の指名を行います。 

会議録署名委員は、会議規則第１８条第２項の規定により、議席番号５番 

中島春樹委員、議席番号１０番 田中廣之委員、以上の両人を指名いたしま
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す。 

 

会長 

 

次に、日程第２報告第２６号「農地法第４条第１項第７号の規定による届

出の報告について」番号１番と２番の案件を議題とし、事務局より報告事項

の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

報告第２６号農地法第４条第１項第７号の規定による届出について説明い

たします。 

この届出は、市街化区域内の自己使用目的に伴う転用です。 

今月の届出は、２件です。議案書は、２ページでございます。 

 

番号１番は、追分四丁目地先に住所を有する届出人が共同住宅の建設を目

的として、届出人が所有する追分三丁目地先の地目田、現況畑１筆３３８㎡

を転用されようとするものです。 

届出地は、西側から乗り入れする計画で、地ならし程度の造成工事となり

ます。 

隣接地は高低差がないため、コンクリートブロック等境界工を行われます。 

雨水排水は、申請地西側に新設する集水桝に向けて勾配を付け、敷地西側

の道路側溝へ放流されます。 

隣接地は、宅地・道路であり、農地の所有者は申請人であるため隣地承諾

が必要な農地はございません。 

 

番号２番は、上笠四丁目地先に住所を有する届出人が露天駐車場として、

届出人が所有する上笠一丁目地先の田３筆計１,１０６㎡、地目田、現況公衆

用道路２筆計７９㎡総計１,１８５㎡を転用されようとするものです。 

届出地は、北東側から乗り入れする計画で、最大８０ｃｍ程度の造成工事

となります。 

高低差が生じる西側、東側の一部はのり面仕上げにて対応されます。 

雨水排水は、申請地東側に新設する集水桝に向けて勾配を付け、敷地東側

の水路へ放流されます。 

隣接地は、田・水路・転用済み田であり、農地の所有者からは隣地承諾を

得られております。 

 

なお、本届出につきましては、「農地法関係事務処理にかかる処理基準」第

６の３の（２）の届出を受理しない場合に該当しないため、受理については

問題ないものとし、番号１番は１０月２３日付、番号２番は１０月３日付に

て専決規定に基づき、局長専決により受理しております。 
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会長 

 

以上で事務局の説明が終わりました。 

発言のある方は、挙手の上、議席番号と氏名を名乗り、ご発言いただきま

すよう、お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

発言が無いようですので、報告第２６号を終わります。 

会長 

 

次に、日程第３報告第２７号「農地法第５条第１項第６号の規定による届

出の報告について」番号１番から２番までの案件を議題とし、事務局より報

告事項の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

報告第２７号農地法第５条第１項第６号の規定による届出について説明い

たします。 

この届出は、市街化区域内の農地の売買、贈与、賃貸借、使用貸借等の権

利移転または権利設定に伴う転用です。 

今月の届出は、２件です。議案書は、３ページでございます。 

 

番号１番は、岐阜県岐阜市に事業所を構える、医薬品販売事業者である借

受人が薬局店舗として、貸渡人の所有する矢倉三丁目地先の畑１筆２４０㎡

を賃貸借にて借受け、転用されようとするものです。 

届出地は、畑地であり、地ならし程度となります。 

雨水排水は、敷地内に設置した雨水桝から西側の道路側溝へ放流されます。 

隣接地は、宅地・道路・里道・地目畑、現況宅地であり、隣地承諾が必要

な農地はございません。 

 

番号２番は、大津市に事業所を有する不動産業者である譲受人が、分譲住

宅駐車場として、譲渡人が所有する、上笠一丁目地先の田２筆計７８７ｍを

売買にて取得し、転用されようとするものです。 

届出地は、北側の道路高に合わせるように、最大１.５ｍ程度の盛土を行わ

れます。 

東側、西側、南側は土留め工として擁壁を設置されます。 

雨水排水は宅地及び駐車場に設置する雨水桝より、新設する道路側溝を通

じて、北側の道路側溝へ放流されます。 

隣接地は、道路・水路・転用済みの田であり、隣地承諾が必要な農地はご

ざいません。 
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最後に、本届出については、「農地法関係事務処理にかかる処理基準」第６

の３の（２）の届出を受理しない場合に該当しないため、受理については問

題ないものとし、番号１番は、１０月５日付、番号２番は、１０月３日付に

て専決規定に基づき、局長専決により受理しております。 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終わりました。 

発言のある方は、挙手、そして議席番号と氏名を名乗った上で、ご発言い

ただきますよう、お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

発言が無いようですので、報告第２７号を終わります。 

会長 

 

次に、日程第４報告第２８号「農地法第１８条第６項の規定による賃貸借

解約通知について」番号１番と２番を議題とし、事務局から報告事項の朗読

と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

報告第２８号農地法第１８条第６項の規定による賃貸借解約通知について

説明させていただきます。 

この通知は、農地法第１８条第６項の規定による賃貸借の解約にかかるも

のであり、農地の賃貸借権の設定を解除する場合に、農業委員会に届出をし

ていただくものであります。 

今月の届出は、２件です。議案書の４ページをご覧ください。 

 

番号１番は、馬場町に住所を有する、賃借人は賃貸人が所有する馬場町地

先の田２筆計６８３㎡に対して、農地の賃貸借権の設定をしておりましたが、

合意解約がなされました。 

理由といたしましては、賃貸人の希望によるものです。 

 

番号２番についても、馬場町に住所を有する、賃借人は賃貸人が所有する

馬場町地先の田３筆計１,２２２㎡に対して、農地の賃貸借権の設定をしてお

りましたが、合意解約がなされました。 

理由といたしましては、賃貸人の希望によるものです。 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終わりました。発言のある方は挙手をお願いします。 
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 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

発言が無いようですので、報告第２８号を終わります。 

会長 

 

次に、日程第５報告第２９号「農地変更届出について」番号１番を議題と

し、事務局より、報告事項の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

農地変更届出について説明いたします。 

この届出は、田から畑へと利用形態および地目を変更されようとするもの

です。 

今月の届出は、１件です。議案書は５ページをご覧ください。 

 

番号１番は、届出人たる、本人が共有する新堂町地先の田１筆８３５㎡に

ついて変更届を提出されました。 

申請地は、１０ｃｍ程度の盛土が行われます。 

畑へと変更された後は、果樹、露地野菜、花を栽培される予定です。 

  

以上１件、添付書類等を確認いたしましたが、不備等はありませんでした

ので、番号１番は６月１５日付けにて受理しております。 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終わりました。 

発言のある方は、挙手、そして議席番号と氏名を名乗った上で、ご発言い

ただきますよう、お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

発言が無いようですので、報告第２９号を終わります。 

 

会長 

 

次に、日程第６議第４７号「農地法第３条第１項の規定による申請に対し、

許可をすることについて」番号１番から５番までの案件を議題とし、事務局

から議案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

議第４７号農地法第３条第１項の規定による許可について説明します。 

この申請は、農地の権利移転・権利設定にかかる申請です。 

 

今月の申請は、５件です。議案書は、６ページから７ページです。 
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番号１番は、野路町に住所を有する譲受人が、譲渡人所有の野路町地先の

田１筆１１７㎡を贈与にて取得されようとするものです。 

譲渡人と譲受人は親族であり、かねてより申請地を譲受人が耕作されてお

り、今般、贈与の話がまとまったため、本申請をなされました。 

栽培計画については、畑で露地野菜を栽培される計画です。 

また、農地法第３条第２項に定める各要件についてですが、第１号の全部

効率利用要件については、営農計画を確認したところ、取得後においても効

率的に利用、耕作されるものと判断しております。 

第２号の法人要件については、譲受人は個人のため、該当いたしません。 

第４号の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事で

きると認められます。 

第６号の地域調和要件については、生産組合長より同意をいただいている

ことから、問題ございません。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

 

番号２番は、南笠町に住所を有する譲受人が、譲渡人が所有する南笠町地

先の田１筆３１０㎡を売買にて取得されようとするものです。 

申請地はかねており、耕作放棄地となっており、売却を望まれておりまし

た。 

隣接地を所有する譲受人と売買の話がまとまったため、本申請をなされま

した。 

栽培計画については、果物を作付される予定です。 

また、農地法第３条第２項に定める各要件についてですが、第１号の全部

効率利用要件については、現在所有する農地について全て耕作されており、

取得後においても効率的に利用、耕作されるものと判断しております。 

第２号の法人要件については、譲受人は個人のため、該当いたしません。 

第４号の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事で

きると認められます。 

第６号の地域調和要件については、お住まいの地域であり問題ございませ

ん。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

 

番号３番は、南笠東三丁目に住所を有する譲受人が譲渡人の所有する、南

笠町地先の地目田、現況畑４筆計２,９３２㎡を売買にて取得されようとする

ものです。 
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申請地はかねてより、耕作に供しておらず、申請人に農地として復旧する

ように指導しておりました。 

今般、農地として耕作を開始されることになり、譲受人が畝をたて、耕作

を開始されたため、本申請が提出されました。 

栽培計画については、露地野菜を作付される予定です。 

また、農地法第３条第２項に定める各要件についてですが、第１号の全部

効率利用要件については、営農計画を確認したところ、取得後においても効

率的に利用、耕作されるものと判断しております。 

第２号の法人要件については、譲受人は個人のため、該当いたしません。 

第４号の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事で

きると認められます。 

第６号の地域調和要件については、生産組合長より同意をいただいている

ことから、問題ございません。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

 

議案書７ページをご覧ください。 

番号４番は、下寺町に住所を有する譲受人が譲渡人の所有する、下物町地

先の田１筆１,１５６㎡を売買にて取得されようとするものです。 

譲渡人は、高齢であることから耕作ができず、申請地を手放したいと考え

ておられたところ、地域の担い手である、譲受人と話しがまとまり、売買に

て移転されることになりました。 

栽培計画については、水稲を作付される予定です。 

また、農地法第３条第２項に定める各要件についてですが、第１号の全部

効率利用要件については、現在所有する農地について全て耕作されており、

取得後においても効率的に利用、耕作されるものと判断しております。 

第２号の法人要件については、譲受人は個人のため、該当いたしません。 

第４号の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事で

きると認められます。 

第６号の地域調和要件については、生産組合長より同意をいただいている

ことから、問題ございません。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

 

番号５番は、追分五丁目に住所を有する譲受人が譲渡人の所有する、志那

町地先の田２筆５,９８４㎡を売買にて取得されようとするものです。 

譲受人は、所有する農地が開発に供されることになり、代替え地をさがし
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ていたところ、売却の意向があった譲渡人との間で話がまとまり、本申請を

なされました。 

栽培計画については、水稲を作付される予定です。 

また、農地法第３条第２項に定める各要件についてですが、第１号の全部

効率利用要件については、現在所有する農地について全て耕作されており、

取得後においても効率的に利用、耕作されるものと判断しております。 

第２号の法人要件については、譲受人は個人のため、該当いたしません。 

第４号の農作業常時従事要件については、取得後においても耕作に従事で

きると認められます。 

第６号の地域調和要件については、生産組合長より同意をいただいている

ことから、問題ございません。 

以上のことから、農地法第３条第２項各号の許可要件は全て満たしており

ます。 

 

以上、許可申請５件につきまして、添付書類等を確認いたしましたが、不

備等はないものと考えますので、ご審議賜りますようよろしくお願いいたし

ます。 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終わりました。 

ただいまの事務局の説明に関連して、地区担当委員から現地調査の結果な

らびに補足説明をお願いします。番号１番から３番までの案件につきまして

は、議席番号３番委員お願いします。 

 

３番 

 

１番の案件につきましては、３番推進委員さんと現地確認をさせていただ

きました。問題はございません。２番の案件も３番推進委員さんと確認いた

しました。荒地をきれいにしていただきました。こちらも何の問題もござい

ません。３番につきましても、事務局からの説明のとおりでございます。以

上ご審議よろしくお願いいたします。 

 

会長 番号４番の案件につきましては、議席番号９番委員お願いします。 

 

９番 

 

 

４番の案件につきましては、高齢で耕作を続けていくことが困難であると

いうことでございます。事務局からの説明の通りでございます。よろしくお

願いいたします。 

 

会長 

 

番号５番の案件につきましては、議席番号１０番委員お願いします。 
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１０番 

 

 

５番の案件につきましては、１０月１９日、１０番推進委員さんと現地確

認を致しました。事務局からの説明のあったとおり、代替え地を探しておら

れたことで話がまとまったということであります。何の問題もないと考えま

す。よろしくお願いいたします。 

 

会長 

 

ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 

ただいまの、事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方

は、挙手、そして議席番号と氏名を名乗った上で、ご発言いただきますよう、

お願いします。 

 

  （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。 

ただいま議題となっております議第４７号「農地法第３条第１項の規定に

よる申請に対し、許可をすることについて」番号１番から５番までの案件を

原案のとおり決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員）  

 

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第４７号「農地法第３条第１項の規定による申請に対し、許可

をすることについて」番号１番から５番までの案件を原案のとおり決定いた

しました。 

 

会長 

 

次に、日程第７議第４８号「農地法第４条第１項の規定による申請に対し、

許可をすることについて」番号１番と２番の案件を議題とし、事務局から議

案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

 

議第４８号農地法第４条第１項の規定による申請について説明させていた

だきます。 

この申請は、市街化調整区域内の自己使用目的に伴う転用です。 

今月の申請は、２件です。議案書は、８ページです。 

 

番号１番は、露天駐車場として、駒井沢町に住所を有する申請人が駒井沢

町地先の地目田、現況雑種地１筆１１０㎡を転用されようとするものです。 

申請地は、昭和５２年頃から駐車場として利用しており、今回、顛末書を
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添付のうえ申請がなされました。 

顛末案件であるため、新たな造成工事はございません。 

雨水排水については、浸透式で対応されます。 

隣接地は、宅地・畑・道路であり、農地の所有者からは申請人であります

ことから隣地承諾が必要な農地はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、顛末案件であることから事業の目的が確実に果たさ

れると判断されます。  

 

番号２番は、露天駐車場として、芦浦町に住所を有する申請人が芦浦町地

先の地目畑、現況雑種地１筆８９㎡を転用されようとするものです。 

申請人は、農地法に対する認識が乏しかったことから、申請地を造成し、

駐車場用地として利用していたことから、今回、顛末書を添付のうえ申請が

なされました。 

顛末案件であるため、新たな造成工事はございません。 

雨水排水については、浸透式で対応されます。 

隣接地は、宅地・雑種地・道路であり、隣地承諾が必要な農地はございま

せん。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ha 未満の小集団の生産性の低い農地で、市街化

が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農地

での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと判

断されます。 

一般基準については、顛末案件であることから事業の目的が確実に果たさ

れると判断されます。  

 

以上、２件添付書類等確認いたしましたが、不備等はないものと考えます

ので、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終りました。 

ただいまの事務局の説明に関連して、地区担当委員から現地調査の結果な

らびに補足説明をお願いします。番号１番の案件につきましては、議席番号

７番委員お願いします。 
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７番 

 

 

１番の案件ですが、顛末案件でございます。隣地等も問題ありません。よ

ろしくお願いいたします。 

会長 

 

番号２番の案件につきましては、議席番号１０番委員お願いします。 

 

１０番 

 

 

１０月１３日、申請人の方と現地確認をさせていただきました。事務局か

ら説明がありましたとおりでございます。顛末案件でございます。周囲は、

道路・宅地となっており隣地等問題となるところはございません。よろしく

お願いいたします。 

 

会長 

 

ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 

ただいまの、事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方

は、挙手、そして議席番号と氏名を名乗った上でご発言いただきますよう、

お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。 

ただいま議題となっております議第４８号「農地法第４条第１項の規定に

よる申請に対し、許可をすることについて」番号１番と２番の案件を原案の

とおり決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 (挙手全員)   

 

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第４８号「農地法第４条第１項の規定による申請に対し、許可

をすることについて」番号１番と２番の案件は原案のとおり決定いたしまし

た。 

 

会長 

 

次に、日程第８議第４９号「農地法第５条第１項の規定による申請に対し、

許可をすることについて」番号１番と２番の案件を議題とし、事務局から議

案の朗読と説明を願います。 

 

事務局 

 

議第４９号農地法第５条第１項の規定による申請について説明させていた

だきます。 
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 この申請は、市街化調整区域内の農地の売買、贈与、賃貸借、使用貸借等

の権利移転または権利設定に伴う転用です。 

 

今月の申請は、２件でございます。 

議案書は、９ページから１０ページです。 

 

番号１番は、市内（下笠町）で建設業を営む、譲受人が露天資材置場とし

て、譲渡人二名が共有する川原町地先の田１筆１,３７２㎡を売買にて取得し、

転用されようとするものです。 

申請人は、市内（下笠町）で建設業を営む事業者であり、市内での資材置

場を確保するため、事業所と近傍に存する、申請地を適地と判断し、所有者

と交渉していたところ、話がまとまったため本申請をなされました。 

申請地は、南側の道路と高さをすり合わせるように、９０ｃｍ程度の盛土

を行われます。 

土留め工として東および北側には擁壁を設置されます 

雨水排水については、敷地内に設置した水路を通じて、敷地東南側の道路

側溝に放流されます。 

申請地内の配置計画につきましては、申請地南側から順番に車両、大型車

両、建設資材、残土などを配置されます。 

隣接地は、田・道路・地目田、現況宅地であり、農地の所有者からは同意

を得られております。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、工事見積書、融資証明書の添付があり事業の目的が

確実に果たされると判断されます。 

よって、本議案を許可することについては、農地法第５条第２項に該当し

ないことから許可相当と考えます。 

 

番号２番は、大路二丁目に不動産業および土木建設業を営む、譲受人が露

天資材置場および貸露天資材置場として、譲渡人の４名が各々所有する穴村

町地先の地目田、現況原野６筆計１,２２６㎡、地目畑、現況原野１筆３６３

㎡総計１,５８９㎡を売買にて取得し、転用されようとするものです。 

申請地は、長らく耕作が行われておらず、周囲の山林に浸食され、山林化

しておりました。 
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現在は、雑木の伐採を行われ、原野のような様相を呈しております。 

申請人は、今回の申請地周囲の地目山林についても既に所有されており、

一体的に資材置場として活用するため、所有者と売買交渉を行ってきたとこ

ろ、今回話がまとまったため、本申請をなされました。 

今回、造成工事等はなく、現況のまま使用されます。 

雨水排水については、浸透式とされます。 

隣接地は、里道・水路・宅地・地目畑、現況宅地であり、隣地承諾が必要

な農地はございません。 

農地区分については、当該農地は農業振興地域の白地であり、農業公共投

資の対象となっていない１０ｈａ未満の小集団の生産性の低い農地で、市街

化が見込まれる第２種農地と判断されます。また、当該農地以外に第３種農

地での事業が困難でありますことから、許可することはやむを得ないものと

判断されます。 

一般基準については、工事見積書、残高証明書の添付があり事業の目的が

確実に果たされると判断されます。 

よって、本議案を許可することについては、農地法第５条第２項に該当し

ないことから許可相当と考えます。 

 

以上２件、添付書類等確認いたしましたが、不備等はないものと考えます

ので、御審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます 

 

会長 

 

以上で事務局の説明が終りました。 

ただいまの事務局の説明に関連して、地区担当委員から現地調査の結果な

らびに補足説明をお願いします。１番の案件につきましては、議席番号７番 

委員お願いします。 

 

７番 

 

現地確認をさせていただきました。事務局からの説明の通りでありまして、

隣地承諾もきちんといただいております。問題ないと考えます。ご審議よろ

しくお願いいたします。 

 

会長 

 

２番の案件につきましては、議席番号１０番委員お願いします。 

１０番 

 

 

１０月９日現地確認を致しました。荒れ果てた土地だったところをきれい

に管理していただいております。問題ないと思います。よろしくお願いいた

します。 

 

会長 ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 
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 ただいまの、事務局及び地区担当委員からの説明について、発言のある方

は、挙手、そして議席番号と氏名を名乗った上で、ご発言いただきますよう、

お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第４９号「農地法第５

条第１項の規定による申請に対し、許可をすることについて」番号１番と２

番の案件を原案のとおり決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 （挙手全員） 

  

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第４９号農地法第５条第１項の規定による申請に対し、許可を

することについて、番号１番と２番の案件は原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 

 

次に、日程第９議第５０号「土地改良事業参加資格者交替の申出につき、

承認を求めることについて」を議題とします。事務局から議案の朗読と説明

を願います。 

 

事務局 

 

 

議第５０号土地改良事業参加資格者の交替の申出につき、承認を求めるこ

とについて説明させていただきます。 

今月の申出は、１件です。議案書は１１ページです。 

 

この申出は、土地改良事業の参加資格者を交替するため、土地改良法第３

条第２項の規定に基づき農業委員会へ申出されるものです。 

土地改良事業の参加資格者は、貸借地の場合、原則、所有者ではなく耕作

者になります。 

耕作者から所有者へと参加資格者を交替するには、農業委員会に交替を申

し出いただき、委員会の承認が必要となっています。 

なお、平成３１年の土地改良法改正により、所有者から耕作者へと交替す

るには、それまで耕作者から所有者へと交替する場合同様、委員会の承認が

必要であったのですが、委員会に届出をすれば足りるということになってお

ります。 

それでは、今回の案件について説明させていただきます。 

新資格者として申出された方については、現在、草津用水土地改良区の理
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事をしていただいておりますが、これまで耕作されてきた田が、大規模開発

にかかり転用されることになりました。改良区の理事たる要件に、その改良

区の参加資格が必要であることから、貸し付けられている田の一部について、

耕作者から所有者へ、資格交替を行われるものであります。 

 

以上１件、土地改良事業参加資格者の交替の申出がございましたので、御

審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

 

会長 

 

ありがとうございました。これより、質疑に入ります。 

ただいまの、事務局からの説明について、発言のある方は、挙手、そして

議席番号と氏名を名乗った上で、ご発言いただきますよう、お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。採決に入ります。 

ただいま議題となっております。議第５０号「土地改良事業参加資格者交

替の申出につき、承認を求めることについて」賛成の方は挙手をお願いしま

す。 

 

 (挙手全員) 

 

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第５０号「土地改良事業参加資格者交替の申出につき、承認を

求めることについて」は原案どおり承認されました。 

 

会長 

 

次に、日程第１０議第５１号「草津農業振興地域整備計画の変更（編入）

につき、意見を求めることについて」を議題とします。 

 

会長 

 

それでは、議第５１号「草津農業振興地域整備計画の変更（編入）につき、

意見を求めることについて」を議題として、農林水産課より議案の朗読と説

明を願います。 

 

農林水産課 

 

 

議第５１号「草津農業振興地域整備計画の変更（編入）につき、意見を求

めることについて」説明させていただきます。今回の変更につきましては、

農振の編入となっております。編入とは、農用地区域外の白地を農用地区域

に入れ農用地または農業用施設用地にすることを指しております。それでは、

お配りしております、草津農業振興地域整備計画書（変更協議）をご覧くだ
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さい。今回農振編入の場所につきましては、草津市山寺町並びに馬場町でご

ざいます。本案件につきましては、令和５年５月１０日の農業委員会の総会

におきまして、編入及び除外におきましてもご審議いただき異議なしという

ご意見をいただいております。今回一部変更を行う必要がありましたことか

ら、改めてご意見を伺うものでございます。 

簡単ではございますが、「草津農業振興地域整備計画の変更（編入）」につ

いて説明を終わらせていただきます。ご審議賜りますようよろしくお願いい

たします。 

 

会長 

 

以上で農林水産課の説明が終りました。これから質疑に入ります。 

ただいまの農林水産課の説明に対して、挙手、そして議席番号と氏名を名

乗った上で、ご発言いただきますよう、お願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第５１号「草津農業振

興地域整備計画の変更（編入）につき、意見を求めることについて」を原案

のとおり決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 (挙手全員)  

 

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第５１号「草津農業振興地域整備計画の変更（編入）につき、

意見を求めることについて」は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 

 

次に、日程第１１議第５２号「農用地利用集積等促進計画【農地中間管理

権】（案）の決定につき、意見聴取することについて」を議題としますが、こ

の案件については、議席番号３番 杉江善博委員、議席番号９番 田中治嗣

委員、議席番号１０番 田中廣之委員の各農業委員は、法人の代表者、本人

でございますことから、「農業委員会等に関する法律第３１条」に基づき、 議

事参与の制限により、当該事案の審議開始から終了まで退席をいただきます。

関係事案の終了後には、再入室いただきます。 

なお、議席番号１０番 一浦秀樹委員につきましては、農地利用最適化推

進委員であり、農地法における審査の議決権が付与されておりませんことか

ら、議事参与の制限には該当せず、退席不要であることを申し添えさせてい

ただきます。 
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では、議席番号３番 杉江善博委員、議席番号９番 田中治嗣委員、議席

番号１０番 田中廣之委員の各委員は退席を願います。 

 

 （各委員 退席） 

 

会長 

 

それでは、議第５２号「農用地利用集積等促進計画【農地中間管理権】（案）  

の決定につき、意見聴取することについて」を議題として、農林水産課より

議案の朗読と説明を願います。 

 

農林水産課 

 

それでは、議第５２号農用地利用集積等促進計画（案）について、説明さ

せていただきます。 

こちらは、農地中間管理事業の促進に関する法律（平成２５年法律第１０

１号）第１９条３項の規定に基づき、農用地利用集積等促進計画（案）につ

いて、農業委員会の意見を求めるものです。 

なお、先般送付しております資料から内容を一部変更しております。差替

え資料はお手元にお配りしております。変更内容は、色付表示しております。

田畑区分を、田から畑に訂正した箇所が１筆、存続期間の始期日を、令和５

年１２月１日から、令和６年１月１日に訂正した箇所が１１筆になります。 

お配りしております差替え資料「農用地集積等促進計画(案)令和６年１月２

８日公告」を御覧ください。 

２ページ目は今回の農地利用集積等促進計画による面積の集計でございま

す。 

左上を御覧いただきまして、今回は全体で５４３筆、計９１８,３５０㎡の

農地に利用集積等促進計画の申請がありました。 

内訳といたしましては、田が５３７筆で面積は９１２,３９６㎡、畑が６筆

で面積は５,９５４㎡です。 

続きまして、右の表に移ってください。設定後の累計数値となります。全

体の合計筆数は６１７筆、面積は１,０１９,６８９㎡となっております。内訳

といたしましては、田が５９７筆で、１,００５,３０７㎡、畑が２０筆で、１

４,３８２㎡です。 

また、右端の表ですが、今回新たに促進計画を提出する予定の筆数を、設

定期間別に集計したものとなります。３年未満が３４筆、３年未満６年以上

が２６筆（うち３年が１７筆）、６年未満９年以上が０筆、９年以上１２年未

満が４８３筆、計５４３筆です。 

農地の詳細につきましては３ページ目以降に掲載しておりますが、詳細な

説明は省略させていただきます。 

以上で令和５年１２月２８日公告予定の、農用地利用修正等促進計画の内
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容についての説明を終わります。 

御審議の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

会長 

 

以上で農林水産課の説明が終りました。これから質疑に入ります。 

ただいまの農林水産課の説明に対して、発言のある方は、挙手、そして議

席番号と氏名を名乗った上で、ご発言いただきますようお願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第５２号「農用地利用

集積等促進計画【農地中間管理権】（案）の決定につき、意見聴取することに

ついて」を原案のとおり決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 (挙手全員) 

 

会長 

 

挙手全員であります。 

よって、議第５２号「農用地利用集積等促進計画【農地中間管理権】（案）

の決定につき、意見聴取することについて」は、原案のとおり決定いたしま

した。 

 

会長 

 

審議が終了しましたので、議席番号３番 杉江善博委員、議席番号９番 田

中治嗣委員、議席番号１０番 田中廣之委員の入場を認めます。 

 

 （委員再入室） 

 

会長 

 

次に、日程第１２議第５３号「農用地利用集積計画（案）の決定につき、

議決を求めることについて」を議題とします。 

それでは、議第５３号「農用地利用集積計画（案）の決定につき、議決を

求めることについて」を議題として、農林水産課より議案の朗読と説明を願

います。 

 

農林水産課 

 

 

議第５３号令和５年１１月３０日公告分、農用地利用集積計画（案）につ

いて、ご説明申し上げます。 

こちらは、農業経営基盤強化促進法第１８条に、市町村は、農林水産省令

で定めるところにより、農業委員会の決定を経て、農用地利用集積計画を定

めなければならない。と規定があり、農業委員会の決定を求めるものです。 
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まず、お配りしております「農用地利用集積計画【利用権設定】（案）令和

５年１１月３０日公告」をご覧頂きたいと思います。 

１ページめくってもらいまして「利用権設定面積集計」と書かれているペ

ージがございます。まず、こちらについて、説明いたします。 

今回新たに利用権設定する件数につきましては、左上の表を御覧ください。

全体が２５筆でして、面積は３７,７１１㎡となります。内訳といたしまして

は、田が２０筆で、面積は３２,６０８㎡、畑が５筆で、面積は５,１０３㎡で

す。 

続きまして、右の表に移って下さい。設定後の累計数値になります。 

全体の合計筆数は３,０９２筆、面積は４,８１２,４９１.１５㎡となってお

ります。内訳といたしましては、田が２,９３５筆で面積は４,６９１,１６６.

９８㎡、畑が１４６筆で面積は１１８,０４１.４６㎡、その他が１１筆で面積

は３,３０９.７１㎡です。 

また、右端の表ですが、今回新たに利用権設定する予定の筆数を、設定期

間別に集計したものとなります。３年未満が２筆、３年以上６年未満が１３ 

筆（うち３年が１３筆）、６年以上９年未満が０筆（うち６年が０筆）、９年

以上１２年未満が１０筆（うち９年が５筆）計２５筆です。個々の設定につ

きましては２ページ以降に掲載しておりますが、詳細な説明は省略させてい

ただきます。 

以上で令和５年１１月３０日公告、農用地利用集積計画（案）の内容につ

いての説明を終わります。ご審議賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。 

 

会長 

 

以上で農林水産課の説明が終りました。これから質疑に入ります。 

ただいまの農林水産課の説明に対して、発言のある方は、挙手、そして議

席番号と氏名を名乗った上で、ご発言いただきますようお願いします。 

 

 （質問・意見なし） 

 

会長 

 

無いようでありますので、質疑を終結します。 

採決に入ります。ただいま議題となっております議第５３号「農用地利用

集積計画（案）の決定につき、議決を求めることについて」を原案のとおり

決定することに、賛成の方は挙手をお願いします。 

 

 (挙手全員)  

 

会長 挙手全員であります。 
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 よって、議第５３号「農用地利用集積計画（案）の決定につき、議決を求

めることについて」は、原案のとおり決定いたしました。 

 

会長 

 

以上で、本日の会議に付議された許可等の各案件は、すべて議了されたも

のと認めます。 

 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 閉会 １５時２０分 
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